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人数 複数同時
レイアウ

ト
広報 開催期間 設備 昼食 進め方 その他

系列1 31 18 14 7 5 5 4 3 14
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アンケート結果より

改善要望・不満の要因



【人数】
私の展示を見てくれる人が少ない



【複数同時】
ステージ・展示・セミナーと同時進行



【レイアウト】
複数階で分散してたので



複数同時であったから

会場が階をまたがって
の催しであったから



コラボ事業 若いスタッフの獲得



市民活動講座

１３７人

ハンドメイドサークル まいま

伊郷絵画教室

はぐみぃ

図書活

防災士会

令和5年度 市民活動講座



市民活動講座ふれあいフェスタ
5団体参加団体

5回に分けて1日だけ開催日
少ない各団体での訪問者
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3月2月1月12月11月10月9月8月7月

7 7 7 7 10 6 4 56団体数



セミナー形式で パネルでみんなで囲んで

みんなで輪になって

ワークショップでステージで



団体

寝屋川市助産師会13:00-13:50

5e Lovers14:00-14:50

手話で絵本を楽しむ会「てとてとてと」15:00-15:50

子どもと本をつなぐ会ーおおきくなあ
れー16:00-16:50

トーキョーコーヒー寝屋川17:00-17:50



学術・文化・芸術又はスポーツの振興を図る活動

子どもの健全育成を図る活動

保健・医療又は福祉の増進を図る活動

まちづくりの推進を図る活動

人権の擁護又は平和の推進を図る活動

国際協力の活動

環境の保全を図る活動

災害救助活動

研修室

研修室を中心に
４階フロアで

小ホールを中心
に１階フロアで



子どもの健全育成を図る活動

保健・医療又は福祉の増進を図る活動

学術・文化・芸術又はスポーツの振興を図る活動

まちづくりの推進を図る活動

人権の擁護又は平和の推進を図る活動

国際協力の活動

環境の保全を図る活動

災害救助活動
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1. 分野別になっているので
参加者がそのテーマへの関心度が高く、濃密な交流が期待できる

活動への理解が進み、賛同者・協力者・支援者が増える
フォーカスされた広報ができる

より多くの参加者が見込める

2. 同じ分野の複数の団体が同一の日に発表するので
単独団体の市民活動講座よりも集客が期待できる

3. 開催を分散させたことで
その日、その時間に行われているのはその団体だけ、見逃しがなくなる
関心をもつ複数のテーマの発表を見聞きすることができる



4. １回の参加団体が少ないので
１つのフロアで開催ができる

階を超えて移動していただく必要がない
駐車場や駐輪場対策が不要

開催の間接的費用を支出する必要がない
準備や片付けに時間と労力を必要としない

パネルや机、いすなどの潤沢に使用できる

5. 開催日を参加団体で決められるので
より多くの団体が参加しやすい日時を選択できる

6. プログラムや発表の方式を自由に設計できるので
参加団体の最大のパフォーマンスを引き出せる



7. 分野別の実行委員会とするので
分野を同じくする団体との交流が深まり、団体の活動が活発化する

活動の悩みの相談や、抱えている課題の解決のヒントを得ることも可能
協力して、新しい事業を生み出すこともできる

将来、事業の継続が難しくなった場合に、事業の承継も可能に
単独の団体では、提言が難しくても複数の団体が横断的な提言を行う
事で、行政への訴求力がアップする

8. ７月から３月まで毎月開催するので
毎月、広報ねやがわに掲載できる
市民活動の認知度を上げる効果も期待できる



•２月１７日 説明会 方向性の確認

•２月末まで 説明会フォロー
• 説明会資料を事務所に準備
• 各団体の疑問や意見フォロー
• 各団体さんは参加グループを決定（基本１つのグループに参加）

• 参加希望グループのＬＩＮＥ（ＱＲコード）に
• 個人参加は、自由なニックネームで、いくつでも、


